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去
る
八
月
五
日
（
火
）
に
継
続

事
業
で
あ
る
『
第
五
回
親
子
禊
錬

成
会
』
が
行
わ
れ
た
。 

今
年
は
約
三
十
名
の
神
職
子
弟

を
は
じ
め
地
元
の
子
供
た
ち
を

集
め
、
盛
岡
市
玉
山
区
で
開
催
し

た
。 玉

山
区
に
鎮
座
す
る
駒
形
神

社
に
て
正
式
参
拝
、
後
に
会
場
を

移
し
芋
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
髙
橋
常
任
委
員

を
講
師
と
し
て
一
時
間
目
『
家
訓

づ
く
り
』
と
題
し
た
講
義
を
行
い
、

よ
り
良
い
家
庭
生
活
に
つ
い
て

子
供
た
ち
と
一
緒
に
考
え
る
機

会
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
の
指
針
と

な
る
『
家
訓
』
を
作
成
し
た
。
講

義
で
は
、
子
供
た
ち
も
保
護
者
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
た
よ
う
に
感
じ
た
。 

二
時
間
目
の
『
禊
』
で
は
北
上
川

で
実
施
。
荒
木
顧
問
の
先
導
の
も

と
、
子
供
た
ち
が
大
き
な
声
で
近

く
の
北
上
川
で
元
気
よ
く
禊
行

法
を
執
り
行
わ
れ
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
大
き
な
怪
我
も
無
く
禊

を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

三
時
間
目
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
は
宝
探
し
ゲ
ー
ム
、
尻
尾

取
り
ゲ
ー
ム
、
ス
イ
カ
割
り
を
駒

形
神
社
境
内
に
て
実
施
。
境
内
に

は
走
り
回
る
子
供
た
ち
の
元
気

な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。 

 

青
年
会
で
取
り
組
む
青
少
年

育
成
は
年
々
精
度
を
上
げ
、
子
供

た
ち
に
神
社
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
事
業
で
あ
る
こ
と

を
会
員
が
再
認
識
す
る
機
会
と

な
っ
た
。 

     

   

 

巌
神
青 

 

親子禊練成会開催 

 

神社でのレクリエーション 
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去
る
八
月
十
九
日
、
田
村
昌
義
宮

司
様
の
御
高
配
に
よ
り
北
上
市
諏

訪
神
社
社
務
所
に
於
い
て
、
主
題

「
集
団
的
自
衛
権
と
憲
法
～
国
家

観
を
学
ぶ
～
」
と
題
し
平
成
二
十
六

年
度
の
青
年
神
職
研
修
会
を
開
催

し
た
。
講
師
と
し
て
同
世
代
な
が
ら

衆
議
院
議
員
と
し
て
国
政
の
場
に

て
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
藤
原
崇
先

生
を
お
招
き
し
御
講
義
頂
い
た
。
開

講
式
に
は
岩
手
県
神
社
庁
長
藤
原

隆
麿
様
に
も
御
臨
席
を
賜
り
、
青
年

神
職
と
し
て
今
の
我
が
国
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
、
も
う
一
度
考

え
を
改
め
積
極
果
敢
行
動
を
起
こ

し
て
欲
し
い
と
の
お
言
葉
を
賜
っ

た
。 講

義
で
は
、
先
ず
去
る
七
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
集
団
的
自
衛
権
に

つ
い
て
、
そ
の
概
念
が
形
成
さ
れ
た

経
緯
や
考
え
方
に
つ
い
て
国
連
憲

章
を
基
に
お
話
し
頂
い
た
。
湾
岸
戦

争
や
朝
鮮
戦
争
の
際
に
於
け
る
国

連
安
全
保
障
理
事
会
の
要
請
で
、
世

界
の
治
安
を
守
る
集
団
的
安
全
保

障
と
の
違
い
や
、
そ
の
保
障
も
拒
否

権
を
有
す
安
保
理
の
体
制
の
中
で

は
現
実
的
に
機
能
し
な
い
場
合
が

あ
り
得
る
と
し
、
そ
の
様
な
中
で
は

我
が
国
以
外
で
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
協
議
し
て
い
る
国
は
他
に

存
在
し
な
い
と
の
こ
と
。 

           
ま
た
、
日
本
国
憲
法
九
条
と
自
衛

権
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
様
に
自
衛

権
の
存
在
ま
で
も
否
定
し
て
い
て

は
「
日
本
国
の
存
在
」
ま
で
も
危
う

い
時
代
に
来
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
米
国
の
国
力
の
衰
退
、
中

国
の
台
頭
、
朝
鮮
半
島
の
緊
張
状
態
、

こ
れ
ら
だ
け
を
鑑
み
て
も
そ
の
必

要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
容

易
に
理
解
出
来
る
。
国
と
国
民
を
守

る
た
め
、
時
代
に
合
っ
た
解
釈
、
改

正
は
必
須
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
と

お
話
し
頂
い
た
。 

た
だ
し
、
先
生
も
仰
っ
て
い
た
通

り
、
「
自
衛
権
＝
戦
争
」
と
の
考
え

や
、
大
国
の
よ
う
に
国
益
の
為
に
そ

の
権
利
が
濫
用
さ
れ
、
小
国
に
と
っ

て
は
国
の
存
続
ま
で
も
が
危
惧
さ

れ
る
状
況
下
に
置
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
決
し
て
そ
う

は
な
ら
な
い
よ
う
、
行
使
の
基
準
を

明
確
に
し
、
事
あ
る
毎
に
一
つ
一
つ

説
明
し
て
い
く
他
な
い
事
も
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

今
研
修
を
終
え
、
ま
だ
ま
だ
理
解

の
浅
い
集
団
的
自
衛
権
で
は
あ
る

が
、
そ
の
権
利
は
今
我
が
国
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
で
は
必
要
性
が
確

実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
我
々
は
青
年

神
職
と
し
て
今
後
も
研
鑽
を
積
み
、

美
し
き
我
が
国
を
守
る
為
、
そ
の
権

利
に
対
す
る
考
え
を
統
一
し
、
何
が

出
来
る
の
か
共
通
の
理
解
を
以
て

今
後
の
活
動
に
繋
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。 

 

 

去
る
七
月
二
十
四
日
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
御
奉
送
に
際
し
、
国
旗

小
旗
の
頒
布
活
動
が
行
わ
れ
た
。 

両
陛
下
は
七
月
二
十
二
日
よ
り

宮
城
県
内
の
被
災
地
域
へ
の
お
見

舞
い
、
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
を
ご
訪
問

さ
れ
た
後
、
七
月
二
十
四
日
に
気
仙

沼
市
を
ご
出
発
、
一
関
市
千
厩
支
所

に
て
休
憩
さ
れ
た
後
、
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関

駅
よ
り
新
幹
線
に
て
ご
出
立
さ
れ

た
。 そ

れ
に
伴
い
、
当
会
で
は
一
関
市

千
厩
支
所
周
辺
と
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅

に
て
国
旗
小
旗
の
頒
布
活
動
を
実

施
。
一
関
市
千
厩
支
所
で
は
伊
藤
副

会
長
、
鈴
木
時
局
対
策
委
員
長
、
菅

村
常
任
委
員
、
一
ノ
倉
会
員
に
よ
り
、

周
辺
の
商
店
街
を
中
心
に
約
八
百

本
を
頒
布
。
同
じ
く
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅

で
は
平
賀
顧
問
、
小
保
内
常
任
委
員
、

駒
形
地
区
委
員
、
小
野
会
員
、
岩
山

会
員
、
佐
々
木
書
記
に
よ
り
約
二
百

本
を
頒
布
し
た
。 

          

青
年
神
職
研
修
会 

 

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
奉
送 
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先
の
七
月
二
十
二
日
、
午
前
九
時

よ
り
北
上
市
和
賀
町
に
あ
る
『
斎
田
』

に
て
視
察
並
び
に
整
備
作
業
が
行

わ
れ
た
。 

作
業
に
は
𠮷
田
会
長
以
下
九
名 

が
参
加
し
、
会
長
が
中
心
と
な
り
行

っ
た
「
斎
田
の
看
板
作
成
」
と
、
伊

藤
副
会
長
が
中
心
と
な
っ
た
「
斎
田

周
辺
の
草
刈
り
」
と
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
た
。 

作
業
は
三
時
間
半
に
も
及
び
、
最

後
に
整
備
さ
れ
た
斎
田
に
看
板
を

設
置
し
、
そ
の
日
の
作
業
は
終
了
し

た
。 汗

水
を
流
し
整
備
を
行
っ
た
斎

田
は
心
な
し
か
輝
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
、
今
後
の
稲
穂
の
成
長
が
楽

し
み
で
あ
る
。 

       

   

当
日
は
炎
天
下
で
の
活
動
と

な
っ
た
が
、
参
加
会
員
を
は
じ
め
、

助
勢
い
た
だ
い
た
岩
手
県
神
社

庁
様
、
支
部
神
職
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
無
事
活
動
を
終
え
ら

れ
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。 

           

先
の
八
月
一
日
午
後
二
時
よ

り
下
閉
伊
郡
田
野
畑
村
に
鎮
座

す
る
『
大
神
宮
』
の
鳥
居
建
立
助

勢
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
『
大
神

宮
』
の
鳥
居
は
先
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
に
よ
っ
て
流
さ

れ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
、
東
京
都
台
東
区
『
下
谷
神

社
』
宮
司
阿
部
明
徳
様
た
ち
の
支

援
に
よ
り
鳥
居
が
運
び
込
ま
れ
、

鳥
居
建
立
に
至
り
ま
し
た
。
『
大

神
宮
』
宮
司
横
山
幸
子
様
を
は
じ

め
神
社
総
代
の
皆
様
が
見
守
る

中
、
建
立
作
業
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
に
は
𠮷
田
会
長
以
下
六
名

の
青
年
会
員
も
参
加
し
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
る
中
、
こ
と
は
順
調
に

進
み
無
事
鳥
居
を
建
立
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
今
後
こ
の
鳥
居
の

建
立
が
こ
の
地
域
の
復
興
の
歩

み
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

  

去
る
七
月
五
日
、
下
閉
伊
郡
山
田

町
に
鎮
座
す
る
関
口
神
社
（
佐
藤
明

徳
宮
司
）
に
お
い
て
、
復
興
祈
願
餅

つ
き
・
販
売
の
助
勢
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
活
動
は
平
成
二
十
三
年
の

東
日
本
大
震
災
以
降
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
当
会
か
ら
は
𠮷
田

会
長
以
下
七
名
の
会
員
が
参
加
、
ま

た
青
森
県
神
道
青
年
会
会
長
様
、
秋

田
県
神
道
青
年
会
副
会
長
様
、
同
じ

く
事
務
局
長
様
に
も
助
勢
を
い
た

だ
い
た
。 

当
日
は
肌
寒
い
気
候
で
は
あ
っ

た
が
、
境
内
は
多
く
の
参
拝
客
で
賑

わ
い
、
会
員
や
参
加
者
が
つ
い
た
温

か
い
餅
が
多
く
の
方
々
に
振
舞
わ

れ
た
他
、
秋
田
県
神
道
青
年
会
様
よ

り
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
の
ご
提
供
を

頂
き
、
こ
ち
ら
も
好
評
の
内
に
活
動

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

震
災
以
降
、
沿
岸
部
被
災
地
域
で

は
避
難
者
が
相
次
ぎ
、
氏
子
世
帯
の

人
口
は
激
減
、
ま
た
祭
事
の
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
一
時
は
神
社
の
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
今
ま
た
こ
う
し
て
賑
や
か
に
ま

つ
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
長
く
続
い
て
き
た
伝
統
あ
る

ま
つ
り
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
と
願

う
多
く
の
人
々
の
思
い
の
表
れ
と
、

神
社
と
氏
子
と
が
深
い
繋
が
り
を

持
ち
、
復
興
に
向
け
て
大
き
く
前
進

し
て
い
る
証
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
つ
り
に
携
わ
る
人
々
の
懸
命

な
姿
と
、
参
加
者
の
多
く
の
笑
顔
に

何
か
こ
み
あ
げ
て
く
る
も
の
を
感

じ
取
っ
た
今
回
の
活
動
で
あ
っ
た

が
、
復
興
へ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
支
援
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
う
。 

   

  

 

震
災
復
興
支
援
活
動 

大
神
宮
鳥
居
建
立 

 

復
興
祈
願
餅
つ
き 

創
立
六
十
五
周
年
事
業 

斎
田
整
備
作
業 
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平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
七

日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
、
神

社
本
庁
野
球
部
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
」
を
お
迎
え
し
、
野
球
大
会

を
開
催
し
た
。 

当
日
は
早
朝
に
大
雨
が
降
り

天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
、
試
合

開
始
前
に
は
青
空
が
広
が
り
、

好
天
の
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
試
合
が
行
わ
れ

た
。 

 
 

         

   

岩
手
は
鈴
木
常
任
委
員
が
先
発

し
、
当
初
予
定
し
て
い
た
七
回

が
終
了
し
た
時
点
で
五
対
五
の

同
点
、
延
長
戦
に
突
入
し
互
い

に
一
点
を
加
え
た
が
、
九
回
を

戦
い
抜
き
六
対
六
の
同
点
に
て

終
了
、
健
闘
を
称
え
あ
っ
た
。 

 
当
日
は
、
地
元
花
巻
の
新
山

支
部
長
、
志
賀
理
和
氣
神
社
の

田
村
宮
司
が
来
賓
と
し
て
出
席
、

田
村
宮
司
に
は
主
審
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
上
に
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の

記
念
品
を
授
与
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
宮
城
県
神
社
庁
の
宮
崎

録
事
が
応
援
に
駆
け
付
け
た
。 

前
日
に
は
県
神
社
庁
前
で
懇

親
会
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
が
行

わ
れ
、
藤
原
庁
長
、
坂
本
副
庁

長
、
盛
岡
市
支
部
神
職
に
も
大

勢
参
加
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。 

 

下
半
期
事
業
予
定 

 

十
月 

・
斎
田
稲
刈
り
行
事 

 
 

 

・
盛
岡
少
年
刑
務
所
収
穫
感
謝
祭 

十
一
月
・
盛
岡
少
年
院
収
穫
感
謝
祭 

 
 

 

・
臨
時
総
会 

 
 

 

・
会
員
懇
親
会 

 
 

 

・
神
道
青
年
全
国
協
議
会 

東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
植
樹
活
動 

 
 

 

・
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会
親
睦

事
業 

一
月 

・
第
四
回
役
員
会 

二
月 

・
建
国
記
念
の
日
奉
祝
活
動 

三
月 

・
東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭 

 
 

 

・
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業
「
懸

税
奉
納
旅
行
」 

 
 

 

・
創
立
六
十
五
周
年
記
念
大
会 

        

●
編
集
後
記 

 

以
上
、
岩
神
青
七
〇
五
号
を
お

送
り
致
し
ま
し
た
。 

当
会
で
は
、
今
年
も
震
災
へ
の
復

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
活
動
や
、
掲
載
し
き
れ

な
か
った
写
真
や
、
六
十
五
周
年
事

業
等
の
報
告
は
、
こ
の
度
新
し
く
な

り
ま
し
た
青
年
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

会
員
皆
様
方
に
は
年
末
年
始
の
準

備
な
ど
お
忙
し
い
か
と
は
存
じ
ま
す

が
、
青
年
会
活
動
へ
の
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（充
） 

「フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」と
の
懇
親
試
合
及
び
懇
親
会 

 
発 

行 

岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 
所 

盛
岡
市
八
幡
町
十
三
番
一
号 

盛
岡
八
幡
宮
社
務
所
内 

電 

話 
〇
一
九
‐
六
五
二
‐
五
二
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
一
九
‐
六
五
二
‐
五
二
一
二 


